
蔵書印からみた藩校の機能について

松江藩修道館文庫印譜ならびに史料目録の作成を通して

はじめに

図書に捺された印を蔵書印と解釈すると、使用さ

れ九その種類には、

①普通の認印のような印

②書画の落款として捺す印

③自分の好きな詩句熟語を刻した印(=遊印)

④初めから蔵書に捺す九めに作った印

がある。そして、それが捺された時は、

ア.自らが所蔵した時

イ.自家の蔵書を手放す時

ウ.本の売買の仲介した時や、書肆から借りたり、

書肆が見本で置いていった時

エ.書中の題践識語の下に証明し九時

オ.校合が終了した時

があり、内容には、

a.個人の姓名や名のみ、また寺社の名を刻した

もの

b.官名や役職名を刻したもの

C.所蔵者の小像を刻したもの

d.蔵書を受け入れた際に由来を刻したもの

e.板本の別を刻したもの

f.購入や調査の歳月を刻したもの

g.借閲の注意を刻したもの

h.所有者の死後の蔵書の処分を指示し九もの

i.取り扱い書肆の名を刻しナこもの

j.刊行者および修補者を刻したもの

k.商標として刻したもの①

1.分類項目を刻したもの②

m.地名や住所や勤務地を刻したもの

n.夫婦の姓名や名を刻したもの③

などがある。

また押印位置には、巻首、巻末、冊首、冊尾、首

葉、末葉、表紙、目録首尾、凡例の首、題簸、内部

などがあり御、完全な印もあれは害"印もある。

こうして、蔵書印の種類(①~④)、押印時期

(ア~オ)、内容(a~n)、押印位置、さらには所

蔵本と借用本の別を考えると、その組み合わせは

10,000通りを越え、非常に多岐に分かれる。しかも、

後世の偽印や後人が勝手に捺し九ものや入札に付し

九ものなどがあり、どれだけが蔵書のために作られ
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九ものであるか断言できない⑤。

したがって、蔵書印の定義に図書専用の意を明言

することは、実際上では非常に難しい⑥。

ところが、松江藩関係の書籍に捺され九印をみ

ると、個人の姓名や遊印(前述の種類①③④・

内容a)、学校や部局の名(種類④・内容b)、

蔵書の由来を示すもの(種類④・内容d)、取り

扱いの注意(種類④・内容g)、取り扱い書肆の

名(種類④・内容 D などで、いずれも蔵書に

捺すことを使用目的のーつにしていたと考えら

れる。

1.蔵書印研究の目的

蔵書印は早くから蔵書目録作成の過程で指摘され

ていた力炉、書誌学研究がとかく静的な印象が強いた

めか、その研究は昌平坂学問所の書籍に捺された蔵

書印をもとに日中交流史を明らかにした大庭脩氏の

『江戸時代における唐船持渡書の研究』(昭和42年)

や『江戸時代における中国文化受容の研究』 a984

年)が注目されるほどで、いたって少ない。この蔵

書印を研究することによって、官庁諸機関の旧蔵書

の内容や各機関の性質が判断できたり、蔵書の源流

や幕府や各藩が行った政策の背景などを知ることが

できる。一方、個人印の場合には、その蔵書が今日

までにどんな学者の手を経、どの研究者に愛されて

きたか、また作家の取材範囲を知ることができる'。

本稿では、松江藩修道館が所蔵したと思われる書

籍を「松江藩修道館文庫」と仮称し、その蔵書印別

目録を作成する。現在はまだその作業過程にあるが、

この基礎的作業をもとに、蔵書印が成立した修道館

こそ私塾から学校への明確な転換であり、松江藩が

学制改革をしながら、総合大学や行政庁としての機

能を整えていった時期であったことを論じてみたい。

そして、教育史研究が書誌学などを積極的に取り入

れ、儒学、国学、医学、軍事、算術などを含めて総

合的に研究されるべきであることを提案し九い。

2.松江藩修道館文庫蔵書印

松江藩の学事は、宝暦7a757)年、 6代藩主松平

宗衍が処士桃源蔵を儒官として招き、翌年城下母衣

町に文明館を創建し九ことに始まる。天明4a784)
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年、 7代藩主治郷はそれを明教館と改称し、書籍の

充実に努めるとともに、文化年間には越後流兵法を

講義する大享館を設け、軍学にも力を注いだ。そし

て、 8代藩主斉貴の西洋好みに関係して文久2

a862)年に西洋学校が設置され、翌3a863)年には、

それまで各々の師範家で教えられていた射術、馬術、

槍術、刀術、柔術の教場が藩士の修業に不便だった

ため、練兵操練を習兵所とし、残りを統合して文武

館とした。慶応元a865)年には修道館と改称し、明

治5 a釘2)年4月30日まで続い九⑨。同年6月、そこ

の教授であった桃文之助、内村友輔ら34名は「輩及

幼童ノ徒徒ラニ貴重ノ光陰ヲ曠過スルヲ痛棚⑪し、

旧修道館を借り、祭神をそのまま神床として⑪松

江義塾を開き、「教則ノ1順序」⑫に従って、皇学、

漢学、英・仏学、習書、算術を教えた。そこの34名

の教官を見ると、英仏学担当は皇漢学担当と同数の

15名であり卿、洋学へ力を入れていたことが明らかで

ある。しかし、同年8月に学制発布を受けた時、松

江義塾は「文部省ノ教則二抵括」⑭したため、翌9

月4日に閉鎖してしまった。

一方、医学は文化3a806)年に山本逸記を招いて

漢医学校存済館を設け、和漢医書本草および針灸な

どを教授し九ことに始まり、明治3 a87の年正月ま

で存続し九。西洋医学の研究は、慶応3a867)年に

修道館洋学校内に西洋医学世話役田代粋平が就任し

て原書による教授を始め、明治2a869)年には仮病

院と医学所、翌3a釘の年には藩立病院と医学教授

所を経て、同年Ⅱ月には規模を拡大して医学校とし、

病院を併設しナこ。医学校では理化学、解剖学、生理

学、病理学、薬剤学、内外科、眼科婦人科から2つ

以上の科目を選び、文法書、蘭書といった原書や訳

書を用いて学んでいた。

慶応元a865)年7月から12月にかけて、儒官の桃

文之助、砲術の和多田淵蔵、軍学の渡部善一の3名

は熊本藩時習館を訪ねて学事を視察した。また、明

治3a87の年4月から翌年7月までは静岡藩からフ

ランス人ワレットとアレキサンドルを招き、医学・

語学・兵学などを教授させたりして、修道館の改革

を進めていった。

こうして、松江藩修道館は閉校までに国典428部、

漢書209部、史子百家書4Ⅱ部、訳書632部、英書

1028部、仏書821部、蘭書釘部、合計3616部の蔵書

を所蔵した⑮。その後、これらの書籍はいったん

「本県官庫」⑯へ納められ、明治6 a873)年10月⑪

から文部省書籍館、京都集書会社に次いで開設した

「縦覧所」(通称松江書籍縦覧所)へ移されナこ。明治

10a87フ)年当時、そこでは和書980部、洋書2871部、

合計3851部⑪を所蔵し、 4年間で増え九のはわず
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か235部、全体の 6%ほどであった。

しかし、「縦覧所」が閉鎖した明治11a釘8)年後

の蔵書の移動についてははっきりしない⑲。

さて、これまでにわかっている島根県および出身

者の蔵書印は、雲藩図書⑳、津和野文庫⑳、浜田侯之

府之図書囲、松江藩9代藩主松平定安公⑳、本居宣長
ウメノヤ

門人の千家俊信(清主、梅舎)⑭、津和野藩出身で明
ヨンシズ

治政府に仕え九福羽美静(硯堂)⑮、同じく幕末から

明治初期にかけて国学者として名を馳せ九大国(野々

ロ)隆正⑳、同じく軍医かつ小説家であった森鴎
ミヌ

外⑦、浜田藩校教授であった小篠敏⑳、演劇史家で

『出雲国人物誌』の著者であった伊原青々園⑳、漢学

者で『史記会註考証』を著した滝川亀太郎(君山

)⑳、大正期に経済評論家として活躍した小1丁禾1」得⑪、

日本法制史の権威であった三浦周行⑫、松江市の名

誉市民である小泉八雲岡などである。

拙者は以前「松江市内図書館の蔵書印について」

と題して、島根大学附属図書館、島根県立図書館、

日本赤十字病院附属図書館の各館所蔵書籍に捺され

ている蔵書印を紹介しだ鋤。これまでにこれらの図

書館や明治6 a873)年内に開校した第18・19・20中

学区内の63の小学⑮の学校沿革史を所蔵する松江

市・安来市・出雲市・平田市・八束郡・能義郡・飯

石郡・簸川郡の小学校とその地域にある公民館を調

査した。

その結果、県内に存在する蔵書印のうち、明治20

年頃までに使用されたと思われるものは、次の通り

である。

山学校・部局

①松江藩

雲藩図書、雲州蔵書、修道館蔵、軍用方、御軍

用方(2種)、軍務図書、軍務局、軍用局、松

江藩公用局、算術方鶴書印、松江医籍之記、医

学校、雲州洋学館之印章、松江藩公用局岡

②支藩広瀬藩

広瀬藩教倫館図書記、広藩図書御

③津和野藩

津和野文庫、養老館蔵書之印岡

④浜田藩

浜田侯之府之図書

⑤旧制中学校

松江中学、島根県尋常中学校印、島根県第一中

学校印、島根県第一中学校図書之印、島根県第

一尋常中学校図書之印、島根県立松江中学校図

書之印、尋常中学校印、島キ艮県立尋常中学校印、

島根県第一中学校、松江中学校郷士室印、島根

県浜田中学校印、島根県立第一中学校図書印、

島根県出雲国神門郡浜村公立神門中学校⑲
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⑥師範学校

浜田師範学校之印、島根県浜田師範学校印⑪

⑦医学校および病院関係

松江公立病院図書記、島根県松江病院之印、島

根県医学校之印章、島根県松江医院之章、松江

病院④

⑧その他

文友館蔵⑫

②書肆

①松江藩

ハルトリー大坂十六番、外国本屋薬種屋道具屋

横浜本町通八十四番ハルトリー並二江戸大坂商

売仕候、江戸本町徳右工門町二丁目萬屋兵四良孤

M玲SION MILITAIRE DE FRANCE AU

JAPON.舶来蕃書類官阪原書類同翻訳書類東

都江左老皀館発兌

②松江藩外

今市遠藤屋、今市上遠藤屋、皇漢洋書翻訳書類

松江天神街川岡清輔、書籍新聞島根県管下園山

喜三右工門第六区本町、島根県松江本町書籍新

聞園山喜三右工門文合堂、大原屋大津町、雲州

松江小豆屋中原岡

(3)個人

①松江藩

桃氏永宝(松江藩儒桃家)、養正塾記、雨森謙

三郎献納、形嘉斎明蔵、精翁(以上4点は松江

藩儒雨森謙三良ゆ、篤秦之印、鱸香(2種)、内

内村篤聚(4種)、倉山、友輔、内村氏家蔵記、

子輔氏(2種)、鱸香口図書、鱸香書屋蔵、内

内村篤秦、倉山堂蔵書記、倉山堂(以上12点は

松江藩儒内村友輔)、澤野図書(教導所教授澤

野修輔)、岡本瑞庵(松江医官岡本瑞庵)、高木

氏蔵書印(松江藩儒高木文四良円、 NC VA

LETTE. YOKOHAMA. JAPON (松江藩お

雇い外国人ワレット)、栗原蔵書、栗原氏蔵書

記(以上2点は松江医官栗原一貫)、松鳥軒、

龍、吉岡主口、茄子形印、口斎、燕山之印、吉

岡思之、碩口、松鳥庵、有貞之印、藤岡主、藤

岡性主(以上12点は松江藩御徒吉岡専蔵・藤岡

有貞親子)、原田(松江藩士原田作助)、久保田

印、久保田蔵書(以上2点は松江藩修道館数学

助教久保田愛之丞)、可部家蔵(津和野藩可部

家)、藤山図民印(松江藩医藤山口民)、海氏蔵
^ 松江中原海氏蔵書、海氏(以上3点は広瀬・^、

母里藩儒官海野家)、山村氏蔵書(広瀬藩儒山

村勉斎)、田代家蔵(医学一等助教田代縛平)、

雲州今市錦口、種、大橋蔵書、河東蔵書印、井

川武図書印、問瀬蔵書、石原氏印、徳口、栗斎

蔵書印からみた藩校の機能について

主口、芸口之記、藤之蔵書、芸塾蔵書、芸口之

府、明州蔵書、口川蔵書、金本氏之蔵書、岡田

口印、宇多川之蔵書、金本、伊藤氏蔵書印、山

田蔵書、林氏蔵書、芸雲、広善、山根永宝⑪

②松江藩外

KOMOU.(医者小森桃鴫)、谷干城玩書(士

佐藩出身農商務大臣谷干城)、小宮山氏収蔵図

書(水戸藩実務官小宮山楓軒)、善葺図書 q需

者朝川善庵)、浅草文庫(紀伊藩侍医板坂卜斎)、

播州東木治加東⑮

③不明

嵯峨支涼渡邊家印、水野蔵書、弘毅斎図書記、

石崎ロロ、益斎馬場氏蔵書記、静斎蔵記、錦海

東口村上所蔵、斎堂文庫章、口斎図書⑯

④遊印

信而好古、憂ロロロ卿以永日、学到古人難、陶冶

ロロ篇尊陽求本御

⑤その他

らくがきまたがし御無用、松江図書(朱白文)、

長崎東道官許、島根県、島根県私立教育会事務所

証、松江図書館、⑱小学(校)印多数、未解読印

多数

今回は、このうちの(1)学校・部局の①松江藩の印

譜とその目録を整理する。

3.藩校・部局印譜(注.「」は写本を表す。)

①松江図書

".才

(朱)

(Nouueau Dicti0πnaire de ιαιαπ倉'ue FrαπCaise

より採取)

【島根県立図書館】

I G. P. Quackenbos, A Ⅳαtural ph記Osophy,

New York,1870年.[17冊中の 1冊]
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2 A.spiers and Gabriel surenne,rhe stαπdard

Pr0πOUπCiπ尽' Dicti0παry oj' the FreπCh απd

召π今lish 五απ8Uages. New York,1870

3 M. Noelet M.chapsal,NouueauDicti0ππαire

de 1αιαπ今Ue prαπCaise. paris,1866~68.[ 6

冊中の2冊]

4加藤雷洲『仏語篝』。

5 『蘭和辞書』。

6 J.D.calten,ιeid Drααd Bり Het 0πderri雪't

i1ι de zee・arti1ιerie.Medemblik,1842

7小山陶三『改正増補補蛮語聾』嘉永元年。

【日赤附属図書館所蔵】

8川本幸民『気海観潤広義』安政3年。

9ストローメル、佐藤尚中訳『外科医法』慶応元年。

10フィセンイユス『試薬用法』大坂理学校、明治3

年。

梶谷光弘

38 『漢書評林』。

39 『綱鑑易知録』。

40 『後漢書』。

41『会試録』。

42青山拙斎『明徴録』文化6年自序。

43 『尚友録』。

44 『禁中方名目紗』。

妬『大日本籌海全図』。

46『華夷通商考』。

47『標注職原抄校本』。

48 「制度通」。

49横井時存『文武一途之説』。

50剣持要七章行著『算法開蓮』嘉永2年。

51関氏孝和先生遺編『括要算法』正徳2年。

52長谷川善左衛門閲『算法点窟手引書』天保12年。

53岩井湛々先生閲『算法円理冰釈』。

54南塘先生校訂『天工開物』明和8年。

55青山量介子世甫著『続皇朝史略』天保2年。

56奥村基之輔閲『割円表』安政4年。「明和四年辛

未四月松本文平献納全部三部之内数学所」と墨書

きあり。

57勢陽逸口田好之訳『斎民要術』延享元年。

認『茶経詳説』。

59毛利貞斎『会玉篇大全』嘉永7年刊。

60『古今韻会挙要小補』。

61『広金石韻府』。

62『韻府古簑量選』。

63 『修辞指南』。

【島根大学附属図書館】

Ⅱ秋田十七郎義一編『算法地方大成』。

12『外務省蔵版日本澳地利条約書』。

13豊潤谷応編著『明鑑紀事本末』。

14 『吾学編』。

15 『西河合集』。

16伊藤長胤『盡箸録』。

17楽平震陵艮卿『異端弁正』。

18長門井鶴汀先生撰『古訓輯要』。

19 『御製周易折中』。

20因幡河田孝成『周易新疏』。

21『毛詩正義』。

22 『五行丈義』。

23 『儀礼章句』。

24呉口氏解宋宋氏補音、尾張秦士鉉先生著『春秋国

語定本』嘉永7年刊。

25 『四書集註』。

26『正続疑孟』宝暦2年刊。

27筑陽後学貝原篤信輯『近思録備考』。

28 『学的』丘口輯。

29明張和仲選『千百年眼』明和4年刊。

30蘇格蘭弗竝撤口多竝著、佐倉藩西村鼎重器訳、

『西史年表』明治4年刊。

31水府史臣青山延干『皇朝史略』。

32 『慎終疏節』。

33音博士岩垣先生編『国史略』。

34 『続日本紀』。

35水藩口田筑山輯『近世外史』。

36 「烈祖成績」。

37 躬厶簡録』。

②雲藩図書

ω晴十 63部)

回

(NieUω Ivoordeπboeh der

三π今eιSche rαα1より採取)

臼

【島根県立図書館】

1伊藤長胤『名物六帖』正徳4年序、安永6年。

2 G. P.Quackeenbos, A lvaturalph記Osophy
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(朱)

Nederduitsche eπ

1



New York,1870.[17冊中の 1冊]

3桂川甫周『和蘭字量』安政2年。

4 Gran1π1αticaoj<lederduitschesprααhhUπSt

Uααtscch APPり1.Edo,1857

5 F.Halma,ιe Grαπd Dicti0ππαire FrαπCois

Hαι机α.Ha今e,Leiden,1781年.「KOMOLI.」朱

丸印あり。

6 M.Noel chomel, Aι宮'e1πeeπ Huishoude1τih・,

NatZιUr・, zedehUπdiξ eπ K0πSt・woordeπboeh

Leyden, Leeuwarde,1768~フフ

7 M. Noelchomel,veru01ξ OP U.Noelch0πlel

A18'emeeπ Huishoudelyh・,Natuur・,zedeたUπdiξ

eπ k0πSt lvoor Deπboeh.Amsteldam,1786

8 E曾bertBuys, Nieuw eπ Volh01πeπ工Voordeπboeh

Amsteldam,1772

9 D.Bomhoff, Nieuw lvoordeπboeh der Ⅳeder・

duitsche eπ召πeelsche rαα1. Nijme目en,1851.

10 Jean Holtrop, Dicti0ππαire portatぴ, Frαπ・

Cois et H01ιαπdois,de 八1'r.pierre A1αriπ.1773

11 H. picard, A 八leu】 pochet Dicti0παry oj the

召πξlish απd Dutch ιαπ尽弘α冒'es

12 Par smith,<10uueau Dicti0ππαire FrαπCais・

Aπ雪'1αis et Aπ冒'1αis・FrαπCais. paris, London,

1859

13 P.weiland,八lederduitsch rααιhUπdi召' 1Voor・

deπboeh. Amsteldam,1799~1811.[「雲州洋学

館之印章」が切り取られている]

14 P.weiland en G. Landre, Nieuw Hαπd・

Woordeπboeh der Ⅳeder1απdsche eπ FrαπSche

アαιeπ FrαπSch・<lederιαπdsch. Leyden

15 A. Jaeger, A NeιιIpochet・Dicti0παry oj the

三πglish απd Dutch απd Dutch απd 三π号'1ish

ια九ξUα今es.Gouda

16 P. weiland, Nederduitsche sprααhhιιπSt

Dordrecht,1829

17 H.E.Lloyd,1VieUωe 五π目'elsche sprααhhUπSt

Arnhem,1855

18 Thomas carpenterlhe sch01αr's spe記iπ今

Assistαπt,London,1862

19 G. A. van Kerkwijk, Hαπdleidiπξ tot de

keππiS υαπ deπ Vestiπe'bouu).Breda,1846.

20 At1αS υαπ%1 P1αteπ, Behooreπde Bり de

Hαπdleidiπe tot de KeππiS υαπ deπ Vestiπ今・

bouwBreda,1846.[VALETT0のサインと黒丸

印573]

21 J. M. En宮elberts, proeue召eπer verhαπdeliπ宮

Ouer de Kustuerdedi尽'iπ冒'.Gravenha8e,1839

22 L. F. Geeling en J. J. H. urbain,召lih op de

蔵書印からみ九藩校の機能について

ハ4ilitaire Zα1πeπSte11iπξ' eπ Sterhte. Der 0πder・

Scheideπe stateπυαπ召Urop eπ Aπdere lverel、

ddeeleπ.Arnhem,1830

23 G.von scharnhorst,1Ⅵ'ilitair zahboeh tot

Gebruih iπ het veld, Nααr het HO0召'duitsch

Amsterdam,1828

24 A. W. De Bruyn, uiιitair zahboehje teπ

DieπSte υαπ het Hederl Aπdsche z'e8'erゞDoch

ハ4eer Bり'20πder υαπ het lvapeπ der Arti記erie

Gravenhage,1839

25 C.von Decker, rahtieh der Drie ΠノαPeπS

1πjαπterie,kαυαlerie eπ Arti1ιerie. Gravenha宮e,

Amsterdam,1831

26 Koninklijke Akademie voor de zee・en Land・

magt, Re8'1e1πeπt op de 三%ercitieπ eπ

Uanoeuures der 1πjαπterie.Breda,1856~57

27 Re81emeπt op de五%ercitieπ eπハ4απoeuures

υαπ de 1πjαπter b.Gravenhage,Amsterdam

[アレキサンドルのサインあり]

28『英吉利文範二編全』文久元年。

29 MitceⅡ, uitce11's school At1αS.philadelphia,
1860

30 E. H. Brouwer, Geschiedeπis der oorι0召'eπ

m 三Uropa. sedert het Jααr,1792;Breda,1842~54

[ワレットの黒丸印411,341β4,サインあり]

31 F. G. wente,1Verhtui目'hUπdi冒' Hαπdboeん,

Beυαtteπde prahtische Re尽'eιS rajeιS,eπ

1'oepasse1り;h oP 1απd・, Boot・eπ Z,OC01πotief・

Stoomwerhtui召'eπ. Amsterdam,1852

32 F. P. Gisius Nannin今, BeξiπSeleπ der verster・

hiπ8ShUπStゞ vrιi Geu01ξd lVααr het FrαπSch

υαπ N.S・αυαrt. Amsterdam,1827

33 J. Kramers, JZ, Ge08raphisch・statistisch・

historisch Hαπdboeh oj BeschrTiuiπe υαπ het

IveteπS1ι1ααrdi目'ste uit de Natuur eπ

Geschiedeπis. Gouda,1850

【島根大学附属図書館】

34明威大将軍『練兵実紀』弘化元年。

35佐藤信淵『兵法一家言』天保4年。

36村井昌弘『図解量地指南』宝暦4年践、享保1師。

37加藤之直『兵要録補閖』元禄5年序。

38木村宗三訳『兵法釣論』。

39佐藤信淵「水戦法秘訣」嘉永2年。

40『官板中外口誌』「雨森謙三郎献納」印あり。

41下曽禰桂園『鈴林必携』嘉永5年。

42『海上砲具全圖全』安政元年。

43市川斎宮訳『遠西武器図略』嘉永6年。

115



"小林小太郎『築城約説』慶応3年刊。

45青山幸哉『西洋度量』安政2年。

46カルテン著、宇田川樒庵等訳『海上砲術全書』安

政元年。

47『官板玉石志林』。

48長沼広敬『校刻兵要録』。

49 「金湯要録」。

50 「強盛術原」。

51 「垤氏」。

52 「提綱」。

53 「遠西兵鑑」。

54陸軍所『英国斯氏築城典列』慶応元年。

55 「金杭術」。

56牧穆仲訳「騎兵操練」。

57 「習騎啓蒙」。

58慕維廉序『英国志』 1856年。

59箕作省吾『坤輿図識』弘化2年。

60箕作省吾『坤輿図識補』弘化3年。

61楓江釣人『海外新話』嘉永2年。

62防風茅元儀編『武備志』。

63西村茂樹「海防新編」。

64 『西洋制度記』。

65洋書調所訳『官板海外新聞壬戌二月・九月亥Ⅷ文

久2年。

66豊潤谷応編著『明鑑紀事本末』。

釘カラメール著、小関高彦訳、大槻磐渓補『新訳合

衆国小誌』安政2年。

68『英吉利国条約並税則全』官板。

69『亜墨利加国条約並税則全』官板、安政6年。

70『仏蘭西国条約並税則全』官板、安政6年

71『阿蘭陀国条約並税則全』官板、安政5年調印。

72『魯西亜国条約並税則全』官板、安政6年。

梶谷光弘

(3)修道館蔵

"tftミ;、七忌三冷加で1
1・、・ F'・ー"1、'、 U .",',"、゛'1}
1■,;鼻黒キセもず'f'ニ',

血、■゛"、'.;,て,,

【島根大学附属図書館】

1安藤口『文章軌範纂評』安政5年。

2 『福恵全書』。

3 『評苑改正文選傍訓大全』。

4三宅観潤『皇朝政要中興鑑言』。

5藤原芳樹撰『標注職原抄校本』。少助教預りの墨

書きあり。

6近藤芳樹『大統歌』嘉永7年序、安政6年刊。

「鈴木助教預り」「森山少助教預り」と墨書きあり。

7谷川士清『日本書記通証』延享5年。

8 『唐宋名家史論奇紗』。

9 朝長吉行『東鑑』。

10川本幸民訂正『相馬略上』慶応3年。

Ⅱ福沢諭吉『西洋事情』慶応2年。

12福沢諭吉『西洋事情外篇』慶応3年。

13福沢諭吉『増補和解西洋事情』慶応4年。

14福沢諭吉『西洋事情次編』慶応4年。

15会沢正志斎『下学邇言』弘化4年。

16清原夏野等『令義解』天長10年。

17蒲生秀実(君平)『職官志』。

18北畠親房『職原紗上』。「内田少助教預り」と墨書

き。

19速水房常校訂『職原紗校訂』。上巻に「鈴木少助

教預り」、下巻に「黒沢少助教預り」と墨書きあ

り。

20橋爪貫一校正『地方大成』官許、明治2年。

21『亜墨利加国条約並税則全』官板、安政6年。

22『英吉利国条約並税則全』官板。

23『阿蘭陀国条約並税則全』官板、安政5年調印。

24『仏蘭西国条約並税則全』官板、安政6年。

25『魯西亜国条約並税則全』官板、安政6年。

26『鹿園先生漢書』。

27後藤芝山編、山本正臣補『増補元明史略』享和3

年序。

(『大日本史列伝贊藪巻之三』より採取)

【日赤附属図書館】

73 J. Kramers JZ, A1今enleeπe KUπStωoordeπtolh

1863

74 『和蘭字量』 AB、 CD、 HIJK、 LMNO、 PQR、
UVWXYZ

75 Dr. D. W. H. Busch, At1αS υαπ VerloshUπdiε'e

Ajbeeιdiπ雪'eπ. Amsteldam,1844

76 Thomas Templeman van der Hoeven,

Verhαπdeliπξ ouer percussie eπ Auscultatie

Amsteldam,1849

フ7 Schei kUπde;出島,1859.ポンぺの自筆(写本)。

78 0oghee口 Uπde;1861.ポンぺの自筆(写本)。

79 Physi0π0ξie;ポンぺの自筆(写本)。

80 Aιgιieh reh口;ポンぺの自筆(写本)。

(小計 80部)

(朱)

一Ⅱ6 -



28『増訂史記評林』明治2年。

29『十八史略』元治4年。

30頼山陽『大日本史列伝贊藪』明治2年。

31山県禎編『国史纂論』天保10年。

32『神代正語』。「中野預り」と墨書き。

33 『儀式』天保5年。

34『内裏式』享和3年。

35対馬洲後学藤斎延編『古語拾遺句解』元禄Ⅱ年刊。

36会沢正志斎『新論』。

37『皇典文量』。「鈴木少助教預り」と墨書き。

38吉田松陰『講孟箭記』明治2年。

蔵書印からみた藩校の機能について

【島根県立図書館】

39箕作氏版『和蘭文典後編』安政4年。前後編とも

割印。いずれも「医局」と墨書き。前編には修道

館蔵印なし。

40 David A.we11S, A.U,1Ve11S's priπCipleS απd

Applicati0πS oj che1πistry jor the use oj

Acade1πies, Hi8'h・schools,απd c011e召'es. New

York,1868

41 J. pelouze et E. Fremy, Abreee de chi1πie

Paris

42 B. Boutet de Monvel,1Voti0πS de chi1πie

Paris,1866

43 ハ1. Amedee Burat, Ge010eie APPιiq1ιee ou

アrait巨 de 1α Recherche et de ι'exPιoitati0π

des uiπerau% utiles. paris,1846

44 MGR Daniel, Abre冒'e chr0π010ξique de

1'histoire Uπiuerse11e.paris,1865

45 Marcius wi11Son, priη1αry A1πeriCαπ History

メ0r primary schools. New York,1867

46 Maltebrun, Abrege de Ge0召'raphie Uπiuerse11e

Paris.[Yocinoske wada のサインと「種」黒丸

印あり]

47 Vattel, Z,e Droit des GeπS ou priπCipes de

1αιoi Natureιιe.paris,1863.

48 Joseph Garnier,Trait巨 d'ec0π01πie politique

Sociale oU 1πdustrie11e.paris,1868

49 Wi11iam and Robert chambers, Arith机etic

?'heoretiCα1 απd practiCα1. London

50 G. P. Quackenbos, A Ⅳ'aturαι PhiιOsophy

New York,1870.[17冊中の 6 冊にあり]

51 Peter parley,υπiuersalHistory 0π the Basis

Oj Ge0宮raphy. New York,1869~70.[9 冊中

の 2冊]

52 J. L. Jewett,0記e九dorが'S New uethod oj

ιearπiπ今 to Read,1Vrite,απd speah the FreπCh

三απgUα4e. New York,1867

53 Jewett,A key to the 召χCrcises iπ 0記eπdorが'S

Ⅳeαノハ4ethod oj ιearπiπ8 to Read,lvrite,απd

Speah the FreπCh z,απ8'Uαξe. New York,1866

54 WiⅡiam A. wheeler, A Dicti0παry oj' the

三πglish ιαπ尽'Uαξe 三%P1απαtory,pr0πOUπCiπξ',

召tyη1010eiCα1,απd syπ0πy1πOUS,配lith a copi0ιιS

Appeπdi%.philadelphia,1870

55 M. Noel et M.chapsal, Nouueαιι Dicti0ππαire

de 1αιαπgue FrαπCaise.paris,1866~68.[ 6

冊中の4冊]

56 J. pelouze et E.Fremy, Abrgde chi1πie

57 Grα刀1η1αticaoj'Nederd弘itschesprααhhUπSt

Uααtsch APPり1. Edo,1857

【日赤附属図書館】

認箕作氏版『和蘭文典後編成句論』安政4年。

59箕作氏版『和蘭文典前編』安政4年。

60 F. W. sar8'ent,M.D,uiπor surξery. philadelphia,

1867

61 Thos. H. Huxley and w. M. Jay Youmans,

Physi010目'y απd Hy8'ieπe. New York,1870

62 Robley Dun創ison, M. D, A Dicti0παry oj

Uedical scieπCe.philadelphia,1868

63 John Mayne, M. D, A DispeπSatory απd

7herapeutiCαι RenιembrαπCer. philadelphia,

1848

④雲州蔵書

(小計 63部)

【島根大学附属図書館】

1伊藤長胤輯「制度通」。
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(朱)

(小計 1部)
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⑤雲州洋学館之印章

(黒)

(Ge0ι0ξie Appliguee oU Υγαιte de 1α Recherche

eι de l'exploitati0π des u'iπeraZι% utileS より

採取)

梶谷光弘

'

【島根県立図書館】

1箕作氏版『和蘭文典』安政4年。割印と「医局」

の墨書きあり。

2 M. Fosse, verhιααrde vrageπ ouerde veld・

UerschαπSiπξ, deπ Vestiπξ'bouw eπ deπ Aαπυα1

eπ Verdedi召'iπξυαπ Vestiπ冒'e九, voor J0πee

0がiciereπ.1833.[間宮観一、布野雲平於江戸洋

学指南被申付候」の墨書きあ]。

3 M. Amedee Burat, Ge010倉'ie Appliquee ou

Trait巨 de ια Recherche et de l'e%ploitati0π

deS ハ1'iπeraux utiles.paris,1846

4 B. Boutet de Monvel, Noti0πS de chi刀lie

Paris,1866

5 J. pelouze et E. Fremy, Abre倉'e de chi机ie

Paris

6 J. L. Jewetf,0記eπd01:f'j'S New uethod oj

ιearπiπ冒'to Read,1Vrite,απd speαた the preπCh

ιαπgUα宮'e.New York,1867

7 Jewett, A key to the 三χercisesiπ 011eπdorがS

Ⅳew uethod of ιearπm召' to Read, write,

απd speah the FreπCh ιαπ8'Uα8'e.New York,

1866

8蘭道氏訳、桂川甫周等校『和蘭字暈』安政2年。

9 Abrgdechi1πie J.pelouze et 三.Fre1πy

10 Gran1刀1αtica ojlvederduitschesprααhhUπSt

Uααtscch APPり;.Edo,1857

11 H.E.Lloyd,NieUωe 五π召'elsche sprααhhUπSt

Arπhe肌,18品.[蔵書印の部分は切り取られている]

⑥御軍用方

.ー、

(小計 12部)

駐

用

【島根県立図書館】

1林羅山『豊臣秀吉譜』寛永19年自序、明暦4年刊。

2林羅山『織田信長譜』寛永18年自序、宝永18年刊。

3林羅山『京都将軍家譜』寛永18年自序、明暦4年

刊。

4岡田正利編「徳川歴代」。

5寺島良安編「武徳安民記」宝永5年。

6大槻茂質閲、杉田勤撰「増訂采覧異言」享和2~

文化元年。

7鹿角山房蔵版『字量子集』。

8木村高敦『記附録巻十五~十九』宝永5年。

(黒)

(「諸厄利亜人性情志序」より採取)

【日赤附属図書館所蔵】

12『和蘭文典後編』。

【島根大学附属図書館】

9 『泰平基軍伝後篇』。

10『泰平基軍伝前篇』。

Ⅱ木村礼斎「北辺紀聞」。

12 「雑集」。

13鵜飼信之『明清闘記』寛文元年。

14『鴉片本末論評』。

15大田錦城「職方外紀」。

16高坂昌信著、春日惣次郎書継『甲陽軍艦』。

17大槻茂質問、津太夫等答、志村弘強記「環海異聞」

文化4年。

18青生元宣『国郡全圖』文政Ⅱ年序。

19「亜細亜洌風士記」。

20「亜弗利加洌風士記」。

21吉雄宜訳「諸厄利亜人性情志」。

22佐藤信淵「水陸戦法録」嘉永元年。

23ゼーアルテルレリー翻訳「則亜爾底児列里」。

24本木正栄翻訳『海岸備要』嘉永5年。
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25村井昌弘『図解単騎要略』。

26村井昌弘『単騎要略製作弁』。

27香川正矩著、同宣阿補『陰徳太平記』元禄8序、

正徳2年刊。

28『関西陰徳太平記』。

⑦御軍用方

蔵書印からみた藩校の機能について

(小計 28部)

⑨軍務図書

(朱)

(『本朝通紀前編巻之十六』より採取)

【島根大学附属図書館】

1『本朝通紀』。

2 『通俗三国志』。

3 『通俗通鑑五代軍談』。

ト"*留1一翫゛・・".ゞ

4""'・' t'

.1.臼瓢'
,ノ

⑧軍用方

(朱)

(1πStructi0π dU 17 Aur記 1862 Sur ι'exercice et

ιes lw'απCeeuures de l'iπjαπterie より採叫又)

【島根県立図書館】

1林羅山『豊臣秀吉譜』寛永19年自序、明暦4年刊。

2林羅山『織田信長譜』寛永18年自序、宝永1師刊。

3林羅山『京都将軍家譜』寛永18年自序、明暦4年

刊。

4岡田正利編「徳川歴代」。

5木村高敦「武徳編年集成」元文5序。

6木村高敦「武徳安民記」宝永5年。

7新井白石編「藩翰譜」元禄15年、享保元年刊。

8大槻茂質閲、杉田勤撰「増訂采覧異言」享和2~

文化元年。

9 NI.Noelet M.chapsal, NouueauDicti0ππαire

de 1α Z'απeue prαπCaise.paris,1866~68

[6 冊中の 1 冊、 NC VALETTE JAPON

YOKOHAMAの黒丸印もあり]

10加藤雷洲『仏語篝』。

Ⅱ小山陶三『改正増補補蛮語聾』嘉永元年。

12 J.D.calten, Z,eid Drααd Bりt het 0πderri宮't

iπ de zee・arti記erie.Medemblik,1842

13 E. sommer, Grα机η1αire deS 召Coles prin1αires

Paris,1869

14 COZιrs c01πPlet d'巨tudeS αι'USα8e deS 召C0ιes

R巨ξ'i1πeπtaires du D巨U%ie1πe De召'r巨 1πfαπterie

et Cαυαlerie pour 究ep0πdre.paris,1863.[丸

黒印M玲、SION M丘ITAIRE DE FRANCE

AU JAPONあり]

15 召%trait du Decret dU 13 0ctobre 1863

Portαπt Re冒'1e1πeπt sur ιe seruice DαπS les

P1αCes de Guerre et les V記ιes de Garπis0π

Paris, strasbourg,1864

(小計 3部)

(黒)

(「武徳編年集成」より採取)

【島根大学附属図書館】

1福沢諭吉『西洋事情次編』慶応4年。

2木村高敦「武徳編年集成」元文5序。

3 『前前太平記』。

(小計 3部)

、

,

..
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16 AU Ministere de la Guerre,1πStructi0π du

17Auri1186ε Sur ι'e%ercice etιes UαπCeeuures

de ι'iπjα1ιterie.paris,1862

17 0rd0ππαπCe du Roi dU 22 Jui記et 1845 Sur

1'e%ercice et leS 入4αIzoeuures des Batai110πS

de chasseurs a pied. pris,1856

18 Ξ%ercice et A4'απoeuures des Batai1ι0πS de

Chasseurs a pied.paris,1863

19 Reξle机eπt prouisoire sur les lL1απoeuures

de l'artiιιerie.paris,1849

20 NI. Garrigues, simpleS 三ectures sur les

ScieπCes les Arts et l'iπdustrie.paris,1869

[丸黒印「FIC VALETTE、YOKOHAMA、JAPON」、

ワレ、,トのサインあり]

21 F. P. Gistius Nannin曾, Be宮'iπSeιeπ der versterh・

iπgshUπSι,vrTi Geuolgd Nααr het prαπSch υαπ

NSαυαrt.Amsterdam,1836~37

22 P.R6gimbeau, Nouue11e ハ4巨thode si17ιPlijiant

1'eπSei今πe1πeπt de 1αιectZιre.paris,1869

23 脂己附録』木村高敦、宝永5年。

24 Aide・ue1πoire α 1'USα8'e des o/y'iciers

d'artiιιerie. paris, strasbour今,1861

梶谷光弘

45山鹿素水『練兵実備』嘉永3年。

46長谷川忠雄『兵要録補閖』元禄5年序。

47佐藤信淵『兵法一家言』天保4年。

娼長崎一鶚『通俗南北朝梁武帝軍談』宝永2年。

49福沢諭吉、小幡篤次郎、小幡甚三郎合訳『洋兵明

鑑』明治2年。

50中村昴然作、林九成校『通俗唐太宗軍談』元禄4

年序、宝永2年刊。

51曽田勇次郎訳『慕氏兵論』文久3年。

52山鹿高祐(素行)『武家事紀』延宝元年。

認勝氷川閲、奥平隆橋訳『東軍要録』1863年。

54本木正栄訳『砲術備要』文化5年。

55木村宗三訳『兵法釣論』。

56佐藤信淵「水戦法秘訣」嘉永2年。

57士生熊五郎『図不仙口』。

認『孫子全図説』。

59 『書経考異』。

60『陸稼書先生四書講義遺編』。

61『呂晩村孟子講義』。

62『官板中外新報』。「雨森謙三郎献納」印あり。

飴『官板中外口誌』文久2年。「雨森謙三郎献納」

印あり。

64下曽禰桂園『鈴林必携』嘉永5年。

65桂川甫周訳述『魯西亜志』寛政5年。

66『南亜墨和仂叫。

67山鹿高祐『武事記』。

68箕作玩甫『八絋通誌』嘉永4年。

69『機爾機里亜風士記』。

70『中興武家盛衰記』明和3年。

71岡田伊三次郎『魯西亜雑録』。

72岡島冠山(玉成)訳『通俗元明軍談』宝永2年。

73長崎一鶚『通俗北魏南梁軍談』宝永2年。

74香川正矩著、同宣阿補『陰徳太平記』元禄8序、

正徳2年刊。

75『関西陰徳太平記』。

76湖南文山『通俗三国志』元禄2自序。

フ7夢梅軒章峯『通俗唐玄宗軍談』元禄4自践、宝永

2年刊。

78毛利貞斎『通俗通鑑五代軍談』宝永2年。

79ゼーアルテルレリー翻訳「則亜爾底児列里」。

80『海上砲具全図全』安政元年。

81『瀛環志略』。

82本木正栄翻訳『海岸備要』嘉永5年。

83市川斎宮訳「遠西武器図略」嘉永6年。

84ヤマーコップウエルレム「火攻精撰図式全」1829

年。

85小林小太郎『築城約説』慶応3年刊。

86青山幸哉『西洋度量』安政2年。

【島根大学附属図書館】

25万年頼方、二階堂行憲『難波戦ヨ剥寛文12年。

26雲庵刷ヒ越軍記』寛永20年自序。

27成島司直編『参河後風士記』天保8年。

28近松門左衛門『本朝三国志』享保5・6年。

29橋爪貫一『度量考摘要全』明治4年。

30上野常足編『度尺篇全』。

31兵学寮『士工程式』明治3年。

32陸軍所『馬寮新篇』慶応2年。

33大鳥圭介『砲科新論』文久元年。

34陸軍兵学寮『游泳小学』明治4年。

35江戸福地氏蔵版『那破倫兵法』慶応3年。

36明威大将軍、藤川憲校『練兵実紀』弘化元年。

37大槻磐渓閲、瀬脇節蔵訳述『野戦兵嚢前編』1863

年。

38講武所『武教全書』万延元年。

39渡部一郎訳、柳河春三閲『陸軍士官必携』慶応3

年。

40兵学寮『砲術小学』明治3年。

41『砲台新式完』『西洋流銃陣概略』『行軍図解』

『煩瑪学校』合冊。

42鈴木強訳『兵学小学』弘化3年。

43細川十洲校、芳川春寿訳『一千八百七十年孛仏戦

記』明治4年。

4ヒュキュエニン『恪丸術実験訳説全』。
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87 「秤量編全」。

88村井昌弘『図解単騎要略』。

89村井昌弘『単騎要略製作弁』。

90宇田川榛斎『和蘭内景腎範提綱』。

91本木良永、木村元綱訳「象限儀用法」天明3年。

92カルテン著、宇田川椿庵等訳『海上砲術全書』安

政元年。

93陸軍兵学寮『山砲操法全』明治4年。

94『官板玉石志林』。

95積水陣人『臥楊兵話』文久2年。

96兵学寮『金湯中學』明治3年。

9フウ・ア・ファン・レース『攻守略説』慶応3年。

98『校刻兵要録』長沼広敬。

99 「金湯要録」。

100 「強盛術原」。

101佐藤信淵「水陸戦法録」嘉永元年。

102山口繁蔵訳『英国戦略』。

103 「垤氏」。

104陸軍所『勤方規則』慶応3年。

105兵学寮『造厩法』明治3年。

106兵学寮『造榮法』明治3年。

107 「提綱」。

108 「遠西兵鑑」。

109ハーレーン、宇式直訳『戦地必要』 1861年再版、

慶応3年刊。

Ⅱ0最上徳内著、本多利明閲「蝦夷国風俗人情之沙

汰」寛政2年。

111吉雄宜訳「諸厄利亜人性情志」。

112防風茅儀編『武備志』。

Ⅱ3西村茂樹「海防新編」。

Ⅱ4青山拙斎『明徴録』文化6年自序。

Ⅱ5高坂昌信著、春日惣次郎書継『甲陽軍艦』。

Ⅱ6大田錦城「職方外紀」。

Ⅱ7大槻茂質問、津太夫等答、志村弘強記「環海異

聞」文化4年。

Ⅱ8青生元宣『国郡全図』文政Ⅱ年序。

Ⅱ9「亜細亜洌風士記」。

120カラメール著、小関高彦訳、大槻磐渓補『新譯

合衆国小誌』安政2年。

121「亜弗利加洌風士記」。

122福沢諭吉『西洋事情次編』。

123 『西洋制度記』。

124小幡甚三郎訳『英国軍艦刑法』明治2年。

125物茂卿『孫子国字解』。

12鵠験司信之『明清闘記』寛文元年。

127『鴉片本末論評』。

128夢梅軒章峯、称好軒徽庵『通俗漢楚軍談』元禄

3年。

蔵書印からみた藩校の機能について

129木村礼斎「北辺紀聞」。

130 「雑集完」。

131長井定宗編『本朝通紀』。

132 『三楠実録』。

133『北条九代記』延宝3年。

134『泰平基軍伝後篇』。

135洋書調所訳『官板海外新聞壬戌二月・九月亥Ⅷ

文久2年。

136ウーイコイプ『兵法略説』 1853年。

137高島秋帆『歩操新式』元治元年。

138『泰平基軍伝前篇』。

139福沢諭吉『西洋旅案内』。

140ユヒキューニン著、手塚謙蔵訳「西洋銕煩鋳造

篇」。

141『遠西武器図略』。

142川本幸民訂正『相馬略下』。

143 『前前太平記』。

⑪)軍務局

(小計 143部)

爾

【島根県立図書館】

1小山陶三『改正増補蛮語篝』嘉永元年。

2加藤雷洲『仏語範』。

【島根大学附属図書館】

3 ウ・ア・ファン・レース『攻守略説』慶応2年。

4山口繁蔵訳『英国戦略』。

5陸軍所『勤方規則』慶応3年。

6ハーレーン、宇式直訳『戦地必要』1861年再版。

7小林小太郎『築城約説』慶応3年。

(『攻守略説一上』より採取)

(黒)
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⑪軍用局

.イ!tゴー際ご、'

'烈1、
ι 6','":C琴;」 1 イマ)) 3、'・,・・'"、゛迷八、,"

、発訂嘉すy
(黒)

(『三楠実録上之八』より採取)

【島根大学附属図書館】

1『三楠実録』。

2 『北条九代記』。

3夢梅軒章峯、称好軒徽庵『通俗漢楚軍談』元禄3

年。

⑫松江藩図書記

梶谷光弘

⑬松江藩公用局
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【島根大学附属図書館】

1『世界国尽』。

2 『策論全』。

3頼山陽『新策正本』安政2年。

4瓜生三寅『交通起源』。

5『外務省蔵板日本澳地利条約書全』。

6後学萩原裕録評『献替録』。

7清原夏野等『令義解』元長10年。

(朱)

(A C01πPlete 三Pit01πe oj' practical Nαυi今αti0π

より採取)

【島根県立図書館】

I J.W.Norie, A complete Epitome of practical

Navi8ation. London,1868,1869

ω曙十 1部)

(〆ヘ

(朱)

(『献替録巻二』より採取)

卯'

、、

⑭算術局鶴書印

.
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(小計 7部)

溌・辱^1^ 妾苧

ーーー1^礼一

(朱)

(『算法地方大成巻之三』より採取)

【久保田孝氏蔵】

1「差分十有七問数学所」。

2 「税務下数学所」。

【島根大学附属図書館】

3秋田十七郎義一編『算法地方大成』。

4平内大隅延臣撰『算法真術正解』天保Ⅱ年刊。

5剣持要七章行著『算法開漉』嘉永2年。

6関氏孝和先生遺編『括要算法』正徳2年。

7関孝和編「求積」。

'
卑
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8西播長谷川先生閲『算法点鼠手引草』。

9岩井重遠閲『算法円理冰釈』。

10奥村基之輔吉当閲『割円表』。

⑮松江医籍之記

蔵書印からみた藩校の機能について

(小計 10部)

12小野蘭山、職孝編『本草啓蒙名疏』。

13『寿世保之』丙・丁集。

14 『太草衍義』。

15 『聖済総録』。

16『黄帝内経素問註発微』。

17『重訂唐王寿先生外台秘要方』。

18『難病証治類方』。

19 『仁斎直指方』。

20 『二神伝』。

21深江輔仁著『本草和名』丹波元簡序、寛政8年。

22『癌科証治準縄』。

23『観聚方要補』。

24『王翰林集註黄帝八十一難経』。

25「懸方考縄愆」元禄10年。但し岡本瑞庵、田代文

祥の名前があるものには印なし。

26丹波元簡、櫟窓書「活人事証方」享和2年。

27張仲景『金贋要略直解』。

28長岡厚宗宅撰『牛南先生松蔭医談』寛政10年序。

「文政八年六月初五日献上栗原一貫源茂樹」の墨

宝き。

29長洲石頑張、瑠路玉父纂『張氏医通』。

30金壇王肯堂宇泰甫輯『幼科証治準縄剣寛文13年。

31『棒心本方』。「文政七年八月廿九日栗原一貫源茂

樹献上」と墨書き。

32宇田川玄随『和蘭翻訳内科撰要』。

33 『三因方』。

34 「胡氏方案」。

35眉山蘇拭子膽撰、伊藤善韻撰『蘇沈内翰良方』安

永6年。

36金谿聾延賢編『魯府禁方』。

37 『傷寒緒論』。

38橘春暉『傷寒外伝』。

39李時中増補、管概編輯、施文挙校正『保赤全書』

周日校刊行。

40王宇泰訂正『東垣十書』。

41『増補本草備要』。

42 『本草類方』。

43『儒門事親撮要図』。

"『東垣先生此事難知』。

妬新安呉勉学師古校、応天徐、鎔春折閲『黄帝素問

霊樞経』。

46『医学啓蒙暈編』。

47『重広補注黄帝内経素問』。

48長洲石頑張、璃路玉受纂述『医通』。

49松岡玄達成章『食療正要』明和6年。

50松岡玄達成章『用薬須知後編』宝暦9年刊。

51松岡玄達成章『用薬須知続編』安永5年刊。

52松岡玄達成章『用薬須知』享保Ⅱ年刊。

、

ι

歴

【日赤病院附属図書館】

1橋本伯寿『断毒論』文化6年。

2守国、定国、寧国、安国『新刻医林状之済世全書』。

「文政八年六月五日献上栗原一貫茂樹」と墨書き。

3大清江南古瀛処士周南岐来著、皇和山陰松江門人

城章陽秋校『其慎集』享保21年。「文政八年六月

初五日献上栗原一貫源茂樹」と墨書き。

4彰常叔順甫著「温泉論」文化13年。「栗原氏蔵書

記」、「文政七年八月廿九日栗原一貫源茂樹献上」

と墨書きあり。

5小野蘭山鑒定、孫職孝編『本草啓蒙名疏』。

6山脇尚徳著『養寿院医則』宝暦元年践。「文政八

年六月五日献上栗原一貫源茂樹」と墨書き。

7曲直瀬道三『啓迪集』慶安2年刊。「文政七年八

月廿九日栗原一貫源茂樹献上」と墨書き。

8杉田玄白訳、中川淳庵校『解体新書』安永3年。

「文政八年六月初五日献上栗原一貫源茂樹」と墨

室き。

9宇田川榛斎訳『西説医範提綱釈義』文化2年刊。

「文政八年六月初五日献上栗原一貫源茂樹」と墨

宝き。

10加古角洲『吐方撮要』文政5年。「文政八年六月

五日献上栗原一貫源茂樹」と墨書き。

Ⅱ竹田快翁撰、竹田雷井補『延寿類要』。「文政七年

八月廿九日栗原一貫源茂樹献上」と墨書き。

'^

(朱)

(「活人事証方」より採取)
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認「万安方」。

54金谿聾延賢編、古燕劉応泰校正『新刊魯府禁方』。

「文政八年六月五日献上栗原一貫」と墨書き。

55後藤佐一述「病因考」。「文政八年六月五日献上

栗原一貫源茂樹」と墨書き。

56通隠先生『重刻軒岐救正論』。

57 『医学暈函』。

58横山惟明枅理『孫真人養生書』文化年間。

59小野蘭山『本草啓蒙名疏』。

60斂邑葉秦、鮠倚、婿胡一貫、姪晨校刊『図解本草

蒙筌』。

61『本事方』。

62黒川道祐編『本朝医考』寛文3年序。

63田村玄仙兼詮撰『勧学治体』寛政4年刊。「文政

八年六月五日献上栗原一貫源茂樹」と墨書き。

64玉函浬斯雅谷歩伍乙志『西洋医事集成宝函』

1741年序。

65大医院吏金谿雲林聾延賢方編『寿世保元』。

66香川修庵『重訂肘後百一考』延享3年刊、宝暦7

年重訂。「医生員処子臣平田開唐眠繕襲」と墨書

き。

67臨川陳自明良甫編『新刊婦人良方補遺大全』。

ただし三・四巻は写本。

68橘親顕、細川桃庵、望月三英、丹波正伯校正『増

広太平恵民和剤局方』。

69久城春台「粗医進歩抄」寛文年間。「文政八年六

月五日献上栗原一貫源茂樹」と墨書き。

70横地正務玄常編『医学的』延享2年刊。「文政八

年六月初五日献上栗原一貫源茂樹」と墨書き。

71臨川陳自明良甫編「新刊婦人良方補遺大全」。

72雷井先生校『診家要訳』。

73『刻痘科鍵』望月三英践、享保15年。

74竹中通庵『黄帝内経素問要語意翼』元禄15年序、

元文5年刊。

75北山寿庵道修輯『北山友松子医案』延享2年刊。

「文政八年六月初五日献上栗原一貫源茂樹」と墨

圭き。

76仁宇允科纂輯『眼科審視瑶函』。

フフ『肺瘻肺癖咳嫩上気病咏証治』。

78金壇王肯堂輯、新安閔承詔校『癌医準縄』。

79陳志刊、危亦林編『世医得効方』。

80安倍真貞、出雲宿祢広貞等撰、木村孔恭校訂『大

同類聚方』安永2年。「文政七年八月廿九日栗原

一貫源茂樹献上」と墨書き。

81虎林台右孫志宏克容氏編『新刊簡明医殻』。

82出雲藩特聰医学教授美濃館良臣礼夫述、雲藩医学

修定「黄帝内経抄略八十一章」本衛蔵版。

83『医林類証集要』。

梶谷光弘

84金壇王肯堂輯、門人新安閔承詔校『女科証治準矧。

85英口圓甫爾互著、吉雄伯元甫訳『内外要方初編』

文政3年刊。「文政八年六月五日献上栗原一貫源

茂樹」と墨書き。

86天羽友仙『二神伝』寛政10年刊。「文政八年六月

五日献上栗原一貫源茂樹」と墨書き。

87丹波雅忠著、多紀櫟窓校『医略抄』寛政7年序。

「文政七年八月廿九日栗原一貫源茂樹献上」と墨

宝き。

朋新安生生子孫文垣手輯『赤水玄珠』。

89石洲石頑張瑠路玉斐纂述『医通』。

90丹岳野必太千里父著、男浩元浩甫閲『本朝食鑑』。

91周南岐来著、城章陽秋校『其慎集』享保21年。

「文政八年六月初五日献上栗原一貫源茂樹」と墨

宝き。

92劉松峯先生輯著『松峯説疫』。

93 『本草衍義』。

94『傷寒論』享和元年刊。

95宋燕山宝漢卿輯著『癒癌経験』。

96独嘱庵『微癒口訣』天明8年序。「文政八年六月

初五日献上栗原一貫源茂樹」と墨書き。

97岡田道眠校正「黄帝八十一難経」寛政3年写。

「文政八年六月五日献上栗原一貫源茂樹」と墨書

き。

98盧国秦越人撰、宋王惟一撰、呂広丁徳用楊玄操

虞庶楊康侯註解『難経集註』文化元年刊。

99太医院正文会稽庠生玄台子馬蒔仲化註解『黄帝内

経霊樞註証発微』。

100海肇鳫兆楚膽甫纂輯 R馬氏錦嚢秘痘疹全集』。

101『劉河間三書』。

102小野蘭山口授『本草綱目啓蒙』享和3年刊。

103宋朝奉郎守太常少卿充秘閣校理林億等校正『千

金方』万治2年刊。

104横路正務玄常編『医学的』。

105宋朝奉郎守太常少卿充秘閣校理林億等校正『千

金翼方』。

106橋本徳伯寿『断毒論』文化6年刊。

107『難病証治類方』。

108 『準縄』。

109玉函浬姪我爾徳児著、宇田川玄随訳『西説内科

撰要』文化5年刊。「文政八年六月初五日献上栗

原一貫源茂樹」と墨書き。

Ⅱ0『医学源流』。

111『聚珍版顧願経』寛政12年、「文政七年八月廿九

日栗原一貫源茂樹献上」と墨書き。

112 『古今医統大全』。

113 『医統正咏』。

IN 『重訂唐王寿先生外台秘要方』。

124 -



Ⅱ5山陰陳士鐸経之甫号遠公又号朱華子『傷寒弁証

録』。

Ⅱ6池田錦橋『痘疹戒草』。

Ⅱ7捕天民輯『蒼生司命』。

Ⅱ8宋燕山賣漢卿輯著『癒癌経験全書』。

H9延陵呉有性又可甫『痕疫論類編』。

120 『金贋論註』。

120銭塘俔純宇先生選集『本草量言』。

121『医林類証集要』。

122 『医宗金鑑』。

123 『医宗秘朧』。

124 『本草類方』。

125余杭陶節庵先生『傷寒全生集』。

126 『傷寒緒論』。

127張宗良留仙氏『喉科指掌』。

128 『傷科選粋』。

129 『外科正宗』。

130大医院使載元礼述豚捌云証治要訣』。

131西晋王叔和『新刻医学脈訣』。

132漢張仲景『金贋心典』。

133 『医学要則』。

134 『外台秘要』。

135天都普明子程国彭錘齢『医学心悟』。

136『金贋要略方論本義』。

137 『救済瓊言』。

138 『医学啓蒙量編』。

139 『医経原旨』。

140『重刻軒岐救正論』。

141金壇王肯堂輯『傷寒証治準縄』。

142金壇王肯堂輯『傷科証治準縄』。

143仁存孫『治病活法秘方』。

144 『永類鈴方』。

145仲景述『註解傷寒論』。

146陳志刊行、危亦林編集『外科精要』。

147角洲加古『吐方撮要』文化5年識。「文政八年六

月五日献上栗原一貫源茂樹」と墨書き。

148竹田昭慶宗俊撰『延寿類要』寛政5年刊。「文政

七年八月廿九日栗原一貫源茂樹献上」と墨書き。

149 「活人事証薬方」。

150丹波元簡単廉夫輯『観聚方要補』。

151陳志刊行、危亦林編集『得効方』。

152杉本良督刊『聖済總録』文化11年序。

153 『丹溪心法附余』。

154『新刻仁斎直指附遺方論』。

155若狭杉田玄白訳『解体新書』。

蔵書印からみた藩校の機能について

⑯医学校

【日赤附属図書館】

1「口己蘭書」「静観書屋蔵」と墨書き。

2 Thomas Templeman van der Hoeven, verhαπ・

deliπ尽' ouer percussie eπ Auscultatie. Amsteldam,

1849

3 J.C.J.Kempees,BeξiπSeleπ der GりyerhUπSt
1865

4 Schei KUπde,1859.[ポンぺの自筆(写本)]

5 00目'heeι図υπde,1861.[ポンぺの自筆(写本)]

6 Physi0π0冒'ie 2.[ポンぺの自筆(写本)]

ω晴十 6部)

(朱)

(召πelish Grα肌肌αrより採取)

4.今回の調査で判明したこと

16種の蔵書印のうち、「松江図書」印は私立教育

会や松江図書館の蔵書印の可能性が考えられ、「松

江藩修道館文庫」蔵書印として入れるべきかどぅか

判断に迷った。しかし、私立教育会には「島根県私

立教育会事務所証」印、松江図書館には「松江図書

館」「松江図書」印(朱白文)があることや、「松江

図書」印が捺された書籍の内容から幕末・維新期に

藩校へ納入され九ものと考え、「松江藩修道館文庫」

のひとつと判断した。

その他、算術書「句股雑集」「口述後編」「送輸」⑲

に捺してあった 7 種の印影や、 sprααhhUπStや

『和蘭文典後編』団に捺してあった2種の割印は、

不明な点が多かっ九ため、今回は除外し九。だが、

これらも書籍内容から考えると、藩校修道館で利用

されたものと考えられる。

さて、修道館閉鎖時に所蔵されていた国書428部、

漢書209部、史子百家書411部、訳書632部、英書102

(小計 155部)
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露、 ■・争
'・・,・1

が皇^rl'

ーノ

軍務図書78

ノで三
ー.

梶谷光弘

ー'、ご、

-L▲'L_Cよ'_.'ー

(いずれも朱Eの

8部、仏書821部、蘭書87部には所蔵部局を示す蔵書

印が捺されていたと思われるが、今回の調査では和

書・訳書・医書351部、蘭書43部、仏書26部、英書

2部しか発見できなかった。これは和書・訳書で20.8

%、原書で3.6%、全体でわずか11.6%ほどであった。

ここで、蔵書印が単独で捺されたものと重複して

捺され九ものを図に表すと、次のようになる。

この図をみると、藩校内における書籍の移動等は

あっ九はずであるが、修道館が閉鎖する明治5

a872)年以前において、捺された蔵書印は2 つま

でで、 3つ以上捺され九ものは存在しない。

なかでも「松江藩医籍之記」印を捺し九漢医学校

存済館は、開設当時から蔵書印を所有していた。そ

して、人命をあずかる藩医子弟に特殊な内容と医術

を授けたため、蔵書印の重複はまっ九くなかった。

つまり、藩校とは一線を画しており、明治3a釘の

年に漢医学校存済館が閉鎖した後、そこの医書が修

道館に移動された可能性はなかったことになる。

一方、医学校になると、「医学校」印と「雲藩図

書」印の重複がみられ、医者子弟が医学と同時に洋

学も修学可能になったことを示している。その九め、

医学から洋学へ転向する者も現れ、例えば、存済館

で本草学を学んだ松原新之助は囲、明治4a87D年

3見に「皇漢学為修業」を願い出て上京し、翌月に

は洋学へ転向しナご鋤。そして明治11a878)年には

『植物名称一斑』を著しており御、彼は医者でありな

がら高い漢字と洋学の素養をもっていたのである。

つまり、修道館閉鎖時に所蔵されていた3616部に

は存済館の医書は含まれていなかったことになり、

それらを除外すると、今回の調査でわかっ九「松江

藩修道館文庫」はわず力Ⅶ.4%ほどである。また、

「松江藩図書記」印と「雲州蔵書」印が1部ずつ、

「軍用方」印(黒・朱)と「軍用局」印が 3部ずつ

(すべて黒印)

雲州蔵書0
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医学校3

松江藩図書記1

松江藩医籍之記154

算術局4

6 1

、、、

^

4

3

2

雲藩図書4

図蔵書印の重複からみた関係図(卵

(蔵書印横の数字は単独で捺された部数、実線の間にある数字は両者の印が捺されナこ部数を示す。)

一
_■

軍務局0

松江藩公用局5

・・ー・ 1^御軍用方1^27

6 ^修道館45

4

7

鈴

「^軍用局0
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にしか捺されなかったということもあり得ない。

こうしてみると、残り約93%の「松江藩修道館文

庫」はどこカオ也の場所に所蔵されているはずである。

修道館閉校当時の「和漢洋ノ書籍」は「県官庫」

そして明治6a釘3)年から「縦覧所」へ移動さJ＼、

れ、明治11a878)年からは「中学校ノ新築ヲ待チ該

校内へ博物室或ハ書籍縦覧所等更二設置ノ見込ヲ以

テ先ツ之レヲ廃」囲されたが、結果的に見ると、そ

のあと「松江藩修道館文庫」は大量に散逸したこと

になる。

5.藩校修道館の機能について

今回整理した目録は「松江藩修道館文庫」の1割

にも満たない書籍だったわけだが、その傾向は藩校

修道館の知の全貌に相通じるものと考え、その機能

について、 2つほど疑問点を挙げ、それについて若

干の考察を加えてみたい。
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蔵書印からみた藩校の機能について

た岡ためである。桃は自らの学識を認められたた

め儒官として登用され、以後は「家業人」として藩

主に御進講しなければならなかっ九。そのため、桃

家では自分で書籍を収集したり、東都や京阪に師を

求め、そこへ従学しては新しい学識を吸収していか

ねばならなかったのである。

桃家や原田家の家蔵本は未見だが、修道館時代の

儒者であった雨森精翁(謙三良吟には「雨森文庫」

として216部1011冊(59)、内村友輔(鱸香)には「鱸

香文庫」として713部5995冊岡、広瀬・母里藩藩学教

授海野一族の蔵書は「海野文庫」として漢籍133部6

91冊、国書156部310冊、小冊子類その他42部60冊、

合計331部1061冊側といっ九大量の書籍がそれぞれ

の図書館に寄贈されている。これらにはそれぞれの

個人蔵印が捺されており、彼ら自身が熱心に学んだ

跡を知ることができるとともに、彼らが門人に口授

した跡も伺い知ることができる。

つまり、松江藩校文明館、明教館、文武館では、

儒官から「内証ゴト」⑫として文学や教えを授かる

「因循姑息」岡な場として長く存在したのである。

桃西河と千家俊信の交流以来次第に盛んになって

きた国学をみると、その関係書は『校注職原抄校本』

『神代正語』『古語拾遺句解』『新論』『皇典文業』

『日本書記通証』など、いずれも明治3 a87の年12

月9日の修道館学則改正による教科書類であり、専

門的な書籍は儒学同様非常に乏しい。明治2a869)

年から修道館において皇漢学の合一が図られ、千家

の没後門人中村守手が登用されたが、これもま九儒

学同様、中村の学識と蔵書、さらには大社国造家蔵

書⑭を使って教授されたと考えられる。

ここで「修道館蔵」印が捺されている蔵書をみる

と、明治3a釘の年12月9日制定の「修道館学則劃

にみられる『職原抄』『大統歌』『元明史略』『十八

史略』『神代正語』『古語拾遺』『新論』『皇典文量』

や、明治4a87D年5月制定の「教導所学則」にみ

られる『西洋事情』、明治5 a釘2)年5月4日制定

の「修道館学則表」にみられる『文章軌範』『福恵

全書』『日本書記』などが存在する。しかし、学則

表に示された教科書類がすべて揃えてあるわけでも

ない。とくに『標注職原抄校本』の100冊は、『職原

紗校訂』の24冊、『十八史略』の7冊、『増補元明史

略』と『増補和解西洋事情』の各4冊に比べて格段

に多い。『標注職原抄校本』『職原紗校訂』には多く

の助教の名前が上書きされており、修道館少助教や

仮郷校引受が在松中にそれを修道館講堂で学び、十

郡の郷校へ出かけてはそれを講義をしていたことが

推測される。郷校で学ぶ階層が医者や庄屋の子弟で

あっナこため佃、彼らは明治4(187D年5月に制定さ

(1)修道館以前の藩校蔵書印がない理由

漢医学校存済館の教授であった山本家の家蔵印ら

しいものは見あたらなかったが、漢医学校存済館の

蔵書印「松江藩医籍之記」は存在していた。

ところが、藩校として胎動した文明館、明教館、

さらに文武館の蔵書印が捺された書籍は1冊も見つ

からず、そこで儒学教育を行った桃氏や雨森氏の個

人蔵印が捺された書籍は存在しナこ。その後の修道館

の蔵書印は存在し、そこの儒者であっ九内村氏や海

野氏の個人蔵印も存在した。

では、なぜ修道館以前には藩校独自の蔵書印がな

かっただろうか。

「もと蔵書乏しく、内庫に蓄'、る所僅に宋学の書

数部あるのみであったが、源蔵鵬せられてより、毎

歳鍾費を以て書籍を京都に求め、数歳ならず蔵書室

に大部珍書が集まっ九」岡。その後、安永7 a778)年

には「朝日丹波銭一千絽を寄附付し、之を以て書籍

を購入し、九月には文庫を改造」御しており、藩校

文明館、明教館には漢籍や国書が多数所蔵されてい

九はずである。

ところが、刊行年が古い書籍の多くは「軍務図書」

印が捺されており、儒官桃源蔵(白鹿)が集めたと

は思われない。その他蔵書印が捺されているのは訳

書や原書などが多く含まれており、 8代藩主斉貴の

時代以降の納入された書籍と考えられる。

このように藩校文明館、明教館、そして文武館の

書籍がまっナこく見つからないのは、藩校文明館がも

ともと桃源蔵(白鹿)の私塾から移行したものであ

り、それまでの藩校教育が藩主や世子、さらにはー

部の家老などの上級武士を対象にしたものであっ



れた「教導所学貝明ではなく、明治3 a87の年12月

9日の「イ修道館学則」の「二級素続上等」程度を講

義していナこ。

明治4a87D年に開校した「大原郡仮郷校」へ入

門した26人が「門人」として報告され九り、神門郡

塩冶村高勝寺の郷校の「入門式」で入門進物として

「束修扇子二本」を差し出せたりしているように(岡、

その体質は依然私塾的なもので、なかなか改善され

なかったのである。

慶応元a865)年、文武館を修道館と改称し、同時

に「修道館蔵」印を作り、藩校で所蔵する書籍類に

それを捺し、それらを松江藩共有のものと考えて藩

士に自由に閲覧させた。これによって、藩士は望み

によりだれでも自由に、儒者からではなく書籍から

学ぶことができるようになっ九わけであるが、国学

や郷校で上述のような状況がその後も続いている実

態をみると、この改革が儒学の立場からではなく、

後述するような洋学や軍事からの要求であったこと

が推測される。

これまで「家業人」によって障必法」として伝授

されていた「定位」「随毛術」御といった算術が、

「算術局」で教授されるようになったのも、同じ頃

であったと推測はれる。

梶谷光弘

言一」「贅言愚存之大意一」、翌月「贅言二」を提出

し、「三面海二瀕し且隠岐を御預」かる松江藩は、

「隠岐或浦辺江夷舶到来」の可能性を有しており、

「近年追々戦争二相習比中々以水戦二長世るのみ二

ハ無之候中二も魯西亜杯ハ別而陸戦二長し多る由右

二付而者欧羅巴洲中之都ヨリ次第二呑食して蝦夷之

千島辺迄も取込」御む危機が迫っていることを述べ

た。そして、その対応として「諸役所御殿合二小費

を惜」まず、「大舩大砲」の造営や「軍法御改革」を

実施し、洋学所を開設することを提案した。.そうす

れば、「近来追々西洋流之医術盛二行ハ連」「段々窮

理を致し実以有用之事も有」るなかで、「蘭法蘭法

と相唱」える「野巫医」が「人命を誤」ることや、

「西洋法ハ役二立ぬ」という噂を立てることもなく

なり、「洋学所出来医術迄も彼此を参考して良法」

になるao)と述べた。

つまり、桃文之助はこれまでの儒学教育による理

念主義から実用主義へ脱皮するために、洋学所を核

として「日本第一之強国」をめざす⑳ことを提言

したのである。

とくに、金森が教え九下曽根信之⑫の過ちを例

に引きながら、「翻訳書位を御目当二被成且伝聞等

を以事を御起し被成候得者決而大なる誤を引出し可

申事」と警告し、「彼ハ彼之法を以戦候事故彼之戦

法を悉一承知」していることが「知彼知己百戦不ヲ剖

ことであり⑬、そのために原書による西洋兵法・医

学の教授を勧めたのである。

桃はこの時、通訳を通しての教授が能率の点にお

いて決して優れていないことに気づいていたのであ

る。

修道館文庫所蔵の原書をみると蘭書が他よりわず

かに多く、ま九「松江図書」「雲藩図書」「修道館」

「雲州洋学館之印章」印が捺された『蘭和辞書』『和

蘭文典』『和蘭字暈』 Grα肌机αtica oj Nederd

tsch sprααhたUπSt Uααtscch APPりが見えるの

は、金森の存在や当時の洋学の趨勢が和蘭流であっ

ナこ(川ことによるものだろう。

この結果、同年閏8月、藩主定安は執政朝日千助

に汽船購入を命じ、続く9月には軍学者佐藤彦次郎

が高島流砲術を学ぶために江戸講武所砲術師範役江

川太郎左衛門組大鳥圭介へ入門しナこ。彼が江戸で写

し九書籍こそ、「軍務図書」印が捺され九多くの写

本であっ九と推卸はれる。10月になると長崎で一番・

二番八雲丸を購入し、翌3a863)年2月には島根郡

大井沖にその姿を見せナこ⑮。そして、同年5月には

御供方会の講書が経書から兵書に切り替えられ⑯、1

0月にはとぅとぅ松江藩に洋学所が設置され、間宮

観一と布野雲平が洋学指南となっ九のである。

②「軍務図書」印が単独で捺された書籍は78部で、

「修道館蔵」印や「雲藩図書」印の単独で捺された

書籍の45部、 4部に比べて多い。そして、「軍務図

書」、「軍用局」、「御軍用方」(黒・朱)、「軍用方」

(黒)、「軍務局」を合わせると軍事関係書籍の合計

は150部になり、重複を含め「修道館蔵」印が捺さ

れた64部、同じく「雲藩図書」印が捺された82部に

比べても断然多い。それら6種の軍事関係の蔵書印

が、どの部局で、いつごろから使用されたものかに

ついては不明であるが、藩校修道館が儒学だけでな

く、医学や軍事や算術や洋学を含み込んだ総合大学

として充実し、とくに軍事面の強化を課題としてい

たことを伺わせる。

では、なぜそれまで儒学教育を行ってきた藩校で

軍事の強化を行わねばならなかっただろう力、

松江藩が軍事に力を入れた理由は、江戸にい九金

森建策が嘉永2a849)年以後蘭学御用として藩邸へ

出入りし九り(鋤、嘉永6 a舗3)年10月には藩主定安

へ対し「百幾山新識ノ蘭書」が「世二宝卜唱ル者多

シト雛、書籍二過キタル宝ハナシ」と紹介し、蘭学

が「兵学砲術天文星学地学測量医法爾官百家工芸」

にいたる「諸芸諸術ノ母」であると上申し九岡こ

とがきっかけであっ九。金森の影響を受けた文武館

助教桃文之助は、文久2a862)年7月に「改政論贅
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松江藩では間宮と布野両名の仲介で⑪横浜と大坂

にあるハルトリーから7部、これまでも医学書の購

入で世話になっていた江戸の萬屋兵四郎から1部の

原書が高値で取り寄せ、藩校文武館、そして修道館

へ納められ九。これが「藩校修道館文庫」の原書で

ある。

しかし、江戸洋学指南であった布野雲平が帰国の

際に藩主斎貴から受け取った長持3棹分の西洋書⑪

がこの原書類に混在しているかどぅか、また入江文

郎がマルセイユから発送した6箱分の書籍⑲の1冊

が「MISSION MILUTARE DE FRANCE AU

JAPON」の印が捺された Cours c0机Plet D'etudes

αι'USα目'e deS 召Coles Re今i1πeπtaires du Deu%ienle

De宮're 1πjαπterie et Cαυαlerie pour Rep0πdre

(paris.1863)であるかどぅかについては不明であ

る。また英書の輸入が福沢諭吉が持ち帰った文久2

年⑩以後であることから考えて、洋学所開設当時、

英学担当の布野はどんな内容を教授していたか、大

量の英書が散逸した現在では推測すら難しい。存在

する原書はイギリスよりアメリカのそれが多いこと

から、英語を教わった藩士の関心は、やはり「ペル

り」の「亜米利加上鋤の様子を知ることであったと

推測される。

修道館閉鎖当時、訳書の約2倍の原書を所蔵して

いたことは、松江藩が少費を惜まず、大胆な予算処

置をしていたことをうかがわせる。

こうして明治初年には松江藩の野戦砲隊は幕府に

次ぐとまで評され、⑫桃の言う「真実之武備」岡は着

実に実行されてい九のである。

明治2 a869)年正月からは『西洋事情前編』『同

次編』『同分編』『経済幼学』『瀛環志略』『新条約書』

といった西洋翻訳書の買い上げが認可され⑧、弘化

期から慶応期にかけて刊行された訳書が購入され、

「松江図書」「雲藩図書」「修道館」「軍務図書」「松

江藩公用局」「松江医籍之記」の蔵書印が捺されナこ。

特に『西洋事情』『西洋事情外篇』『増補和解西洋事

情』『西洋事情次編』『亜墨利加国条約並税則全』

『英吉利国条約並税則全』『阿蘭陀国条約並税則全』

『仏蘭西国条約並税則全』『魯西亜国条約並税則全』

『瀛環志略』などの版本は多くの藩士に読まれ、「万

国之形勢」が理解できるようになった岡。

そこで、明治2 a869)年9月、松江藩ではこれま

で「習兵軍営船艦兵器根厩馬ノ六部」を管轄してい

た軍事局を軍事局と陸軍に分け、支藩母里藩では

「番頭職」を「銃士隊長」、「徒頭者頭等」を「銃卒

隊長」「准卒隊長」、「小人」を「歩卒」に改め、 10

月には支藩広瀬藩でも「従前ノ制度ヲー変」する藩

政改革を行っだ狗。

蔵書印からみた藩校の機能について

ところが、「現今西洋諸国ノ兵法ハ皆享破補二拠

ル」御)ことを知り、今度は仏書を学び始め、明治3

a87の年4月には、静岡藩から招聰したワレットに

よって、松江藩の兵御Ⅱよ仏式へと変わっていっ九。

彼こそ個人蔵書印「FIC VALETTE」、を所有し

ナこ人物であり、慶応3 a867)年1月13日に初来日し

たフランス軍事顧問団で砲兵差図役下役を担当して

いた Valette,Frるd6riC であった可能性が高い。彼

は1834年3月11日生まれで岡、松江へ来た時は 2度

目の来日であり、36歳であった。。

彼の蔵書には84、 341、 441、 573という番号と蔵

書印とサインがあり、彼が大量の書物を持参したこ

とが推測できる。松江藩士は彼からフランス式の実

地訓練を直接学ぶとともに、彼の蔵書を拝借して読

み漁っていたと思われる。現存するワレ、"トの蔵書

は、彼が帰国する際に生徒であった藩士へ記念とし

て贈ったものにちがいない。

、"'}17)、●..ニ^.゛●

とI C,y'J 芽:

'＼、、、_ーイ弍§ノ
＼、匡ンノ、

(At1αS υα九%1P1αteπ,Behooreπde 召(ide Hαπdleidiπξ

tot de keππiS υαπ deπ Vesyiπgbouu}より採取)

Z,.つ毛玄チ'ー'ノ'
ー^

こうして、蘭式からいっ九ん英式に変えた松江藩

兵制は、同年閏10月に「兵制ハ御趣意二基キー旦従

前英式ノ隊ヲ解き更二仏式二改メ伝習」⑲すること

が泱まった。

この英式から仏式への兵制改革の背景には入江文

郎の存在がある。当時の陸軍総裁松平縫殿頭(乗謨)

は入江の教え子であり団、フランス軍事顧問団の文

書を翻訳し九り、フランス公使レオン・ロッシュと

接触し、通訳したのは、当時開成所教授職並であっ

た入江文郎であったと推測される。したがって、わ

が国へのフランス陸軍導入の意向は、入江が松江藩

へ伝えたものと考えられる。

このように、文久3a863)年の洋学所の開校を機

に藩士はまず原書を手にし、明治2a869)年から翻

訳書を読むようになったため、多くの洋学志願者が

増えていっナこのである。

明治3a87の年以降に外国へ留学した庄司金太郎

(仏)、小田均一郎(英・仏)、飯塚納(イム)、岡田好

成、井川訥郎(香港)のうち、小田が5年、飯塚が

^

(黒)

129

乞
・
、
:



8年という長期の留学であったことは⑨、松江藩が

入江からの情報などから、その後も積極的に洋学を

導入しょうと計画していたことを示すものである。

6.まとめ

徳川家康は自己の教養や学問的知識を実際の政治

に利用する九めに学者を身辺に置いたが⑫、その考

えは松江藩における藩校の開設にもつながっていた。

藩主、世子、藩士個人にとっての学習の場であった

藩校という1つの教育の機関は、ペリーの来航を機

会に政策的転換を行い、学習することを個人的範疇

から藩や県の地域共同体の目標に転換し、その達成

のために藩校修道館が重要な推進役として、儒学教

育から行政局としての機能を持っようになったので

ある。

この直接の背景は、文久2a862)年に藩校の重要

なブレーンであっ九桃文之助が、藩政における洋学

摂取と軍制改革と人材登用という抜本的な上申を行っ

ナこことがあげられる。人材登用についてみると、桃

の「天下非常之節ハ非常之才を用る」岡ことを受け、

早速、酒屋本郷屋義八の弟内村友輔の採用を決め、

元治元a864)年5月には彼が民間人としては初めて

藩校儒官のポストに就いた御。そして、明治3a釘D

年9目には「庶人ヨリ官途二挙クル時ハ妻子扶助ト

シテ米六石ヲ給スル」⑮とし、翌4a釘2)年5月に

は「教導所学則」と「女学則」を制定し、藩校修道

館が率先して人材登用を行ったのである。

そのため、桃の上申以来藩校では学則の制定・改

正がたびたび行われ、修道館になると積極的に書籍

を購入し、藩や県の共有財産として備えられていっ

たのである。

こうして藩校修道館は、庶民を含めた教育機関の

頂点であり、かつ総合大学としての機能をもつと同

時に、藩の行政改革を推し進める中心的役割を果た

すまでに機能を拡大させ、これまでの閉鎖性から脱

却したのである。それまで藩校に付随していた「藩

校修道館文庫」も公共性を兼備するようになっ九の

である。

明治6(1釘3)年に開設した「縦覧所」のデスクに

洋学を学んだ少壮教授陣が陣取り、「取締幹事等臨

席各自ノ質問ヲモ弁明致」侠)すレファレンス・サー

ビスを行ったのは、翻訳書を読み、洋学へ関心を持

ち始めた旧藩士や、教導所で『西洋事情』を学んだ

郷村の若者に対する配慮であった。同時に、「西洋

諸国ノ都府ニハ文庫アリ『ビブリオテーキ』ト言フ

日用ノ書籍図画等ヨリ古書珍書二至ルマテ万国ノ書

皆備リ衆人来りテ随意二之ヲ読ム」⑨西洋の図書館

を考慮に入れた元藩校ブレーンの発想であっ九と思

梶谷光弘

われる。

そういう点で「縦覧所」は、機能が拡大・複合し

つつぁる行政局修道館から蔵書機能のみを離し、単

独に開設したものであり、公共図書館として機能を

持っていたのである。
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